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(百万円未満切捨て)

１．2019年３月期第２四半期の連結業績（2018年４月１日～2018年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2019年３月期第２四半期 16,546 △1.0 823 △39.3 993 △33.6 803 △29.2

2018年３月期第２四半期 16,718 15.9 1,355 88.7 1,496 143.1 1,134 141.0
(注) 包括利益 2019年３月期第２四半期 410百万円(△54.3％) 2018年３月期第２四半期 897百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2019年３月期第２四半期 34.33 －

2018年３月期第２四半期 48.48 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2019年３月期第２四半期 36,065 25,593 71.0

2018年３月期 36,392 25,346 69.6
(参考) 自己資本 2019年３月期第２四半期 25,593百万円 2018年３月期 25,346百万円
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2018年３月期 － 7.00 － 7.00 14.00

2019年３月期 － 7.00

2019年３月期(予想) － 7.00 14.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

３．2019年３月期の連結業績予想（2018年４月１日～2019年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 33,800 △0.5 2,000 △11.5 1,900 △21.9 1,500 △13.8 64.11
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2019年３月期２Ｑ 23,446,209株 2018年３月期 23,446,209株

② 期末自己株式数 2019年３月期２Ｑ 49,350株 2018年３月期 49,350株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2019年３月期２Ｑ 23,396,859株 2018年３月期２Ｑ 23,396,976株

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業の設備投資や雇用環境、個人消費について堅調に推移し

ました。しかし、米中の通商政策による海外経済の不安もあり、景気の先行きについては不透明な状況が続いてお

ります。

当社グループでは、６月28日開催の第139回定時株主総会において、「藤倉コンポジット株式会社（英文：

FUJIKURA COMPOSITES Inc.）」へ商号変更することについて決議されました。なお、商号変更は2019年４月１日を

予定しております。また、７月26日開催の取締役会において、原町工場（福島県南相馬市）の敷地内に工場建屋を

新設することを決議いたしました。今後、医療用ゴム製品などの生産拡大、および管理部門の集約に伴う作業効率

の改善を図ってまいります。

このような状況のもと、当第２四半期連結累計期間の売上高は165億４千６百万円(前年同四半期比1.0％減)、営

業利益は８億２千３百万円(前年同四半期比39.3％減)、経常利益は９億９千３百万円(前年同四半期比33.6％減)、

親会社株主に帰属する四半期純利益は８億３百万円(前年同四半期比29.2％減)となりました。

　

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

＜産業用資材＞

工業用品部門は、国内においては自動車、住宅機器、設備投資関連など総じて好調だったものの、北米の自動車

部品メーカーの在庫調整、中国市場の減速の影響を受け減益となりました。制御機器部門は、前期まで続いていた

液晶・半導体関連メーカーの設備投資が減速したため減益となりました。電気材料部門は、電力・情報通信などの

インフラ工事用部材の受注が順調に推移し増益となりました。

この結果、売上高は107億３千６百万円(前年同四半期比微増)、営業利益は５億６千７百万円(前年同四半期比

35.4％減)となりました。

＜引布加工品＞

引布部門は、音響用と工業用その他一般ゴム布の受注が減速し減益となりました。印刷材料部門は、高付加価値

製品に支えられて売上を維持しましたが、製造費用が増加したため減益となりました。加工品部門は、国内外にお

いて救助設備など舶用品が好調で増益となりました。

この結果、売上高は25億６百万円(前年同四半期比6.0％増)、営業利益は１億４千８百万円(前年同四半期比33.5

％増)となりました。

＜スポーツ用品＞

ゴルフ用カーボンシャフト部門は、8月に発売した「Speeder EVOLUTION V」などのシャフトがプロゴルファーに

採用され多くの支持を得ておりますが、ゴルフクラブメーカー向け製品の受注が一服したことにより減益となりま

した。アウトドア用品部門はキャラバンシューズやJack Wolfskinなどの主力商品が下支えとなったものの、全体の

需要が停滞したため減益となりました。

この結果、売上高は31億１千４百万円(前年同四半期比9.5％減)、営業利益は３億５千４百万円(前年同四半期比

40.7％減)となりました。

＜その他＞

物流部門は、自然災害による交通機関の混乱、人手不足などの影響から荷動きが低迷しましたが、荷役作業の増

加などにより増益となりました。

この結果、売上高は１億８千８百万円(前年同四半期比4.8％増)、営業利益は３千８百万円(前年同四半期比4.7％

増)となりました。

　

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の資産につきましては、前連結会計年度末に比べ３億２千７百万円減少の360億６千

５百万円となりました。負債につきましては、前連結会計年度末に比べ５億７千３百万円減少の104億７千１百万円

となりました。純資産につきましては、255億９千３百万円となり、これらの結果、自己資本比率は前連結会計年度

末の69.6％から71.0％に上昇いたしました。

　

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2018年５月15日の「平成30年３月期決算短信」で公表いたしました連結業績予想

に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2018年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,601,571 5,319,708

受取手形及び売掛金 10,175,191 9,901,919

商品及び製品 2,308,578 2,131,895

仕掛品 2,210,322 2,322,519

原材料及び貯蔵品 780,280 869,614

その他 644,986 797,913

貸倒引当金 △26,689 △28,172

流動資産合計 21,694,240 21,315,398

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,112,216 4,936,894

機械装置及び運搬具（純額） 3,032,244 2,930,535

土地 3,182,345 3,213,292

建設仮勘定 786,583 1,007,391

その他（純額） 387,672 429,389

有形固定資産合計 12,501,061 12,517,503

無形固定資産

ソフトウエア 135,650 141,953

その他 207,734 178,054

無形固定資産合計 343,384 320,008

投資その他の資産

投資その他の資産 1,900,410 1,958,353

貸倒引当金 △46,521 △45,761

投資その他の資産合計 1,853,889 1,912,591

固定資産合計 14,698,335 14,750,103

資産合計 36,392,576 36,065,502
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2018年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,618,780 2,385,577

短期借入金 3,184,585 2,418,791

未払法人税等 292,104 139,185

賞与引当金 440,004 468,574

その他 1,583,415 1,314,476

流動負債合計 8,118,889 6,726,606

固定負債

長期借入金 1,290,000 2,107,500

環境対策引当金 29,513 29,513

退職給付に係る負債 954,367 949,084

資産除去債務 176,947 175,642

その他 475,869 483,648

固定負債合計 2,926,697 3,745,388

負債合計 11,045,587 10,471,994

純資産の部

株主資本

資本金 3,804,298 3,804,298

資本剰余金 3,212,485 3,212,485

利益剰余金 17,149,246 17,788,663

自己株式 △20,396 △20,396

株主資本合計 24,145,633 24,785,050

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 436,694 404,193

為替換算調整勘定 977,402 607,460

退職給付に係る調整累計額 △212,742 △203,197

その他の包括利益累計額合計 1,201,354 808,456

純資産合計 25,346,988 25,593,507

負債純資産合計 36,392,576 36,065,502
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2017年４月１日
　至 2017年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

売上高 16,718,384 16,546,261

売上原価 12,204,297 12,371,092

売上総利益 4,514,087 4,175,169

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 310,590 265,524

給料及び手当 945,507 1,000,630

賞与引当金繰入額 99,053 103,492

退職給付費用 49,105 51,057

減価償却費 69,073 67,576

研究開発費 341,538 361,282

その他 1,343,478 1,502,265

販売費及び一般管理費合計 3,158,348 3,351,828

営業利益 1,355,738 823,340

営業外収益

受取利息 4,883 4,852

受取配当金 38,103 38,291

為替差益 25,494 110,523

受取賃貸料 21,952 22,521

補助金収入 19,262 7,375

その他 75,231 35,971

営業外収益合計 184,928 219,537

営業外費用

支払利息 13,819 11,479

賃貸収入原価 7,166 6,824

固定資産除却損 2,526 5,077

その他 20,334 26,229

営業外費用合計 43,847 49,610

経常利益 1,496,819 993,268

税金等調整前四半期純利益 1,496,819 993,268

法人税、住民税及び事業税 334,853 169,646

法人税等調整額 27,612 20,426

法人税等合計 362,465 190,073

四半期純利益 1,134,353 803,194

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,134,353 803,194

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 86,653 △32,501

繰延ヘッジ損益 △202 ―

為替換算調整勘定 △360,270 △369,942

退職給付に係る調整額 36,796 9,545

その他の包括利益合計 △237,023 △392,898

四半期包括利益 897,330 410,296

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 897,330 410,296
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2017年４月１日 至 2017年９月30日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益及び包
括利益計算
書計上額
(注)２

産業用資材 引布加工品
スポーツ
用品

その他

売上高

外部顧客への売上高 10,734,267 2,364,603 3,439,617 179,897 16,718,384 ― 16,718,384

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― 62,149 62,149 △62,149 ―

計 10,734,267 2,364,603 3,439,617 242,047 16,780,534 △62,149 16,718,384

セグメント利益 877,594 111,524 597,431 37,050 1,623,600 △267,862 1,355,738

(注) １ セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去298千円及び各報告セグメントに配分していない全社

費用△268,160千円が含まれています。全社費用は、主に当社の総務部門、人事部門、経理部門にかかる費

用であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年９月30日)

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益及び包
括利益計算
書計上額
(注)２

産業用資材 引布加工品
スポーツ
用品

その他

売上高

外部顧客への売上高 10,736,460 2,506,776 3,114,415 188,609 16,546,261 ― 16,546,261

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― 57,081 57,081 △57,081 ―

計 10,736,460 2,506,776 3,114,415 245,690 16,603,343 △57,081 16,546,261

セグメント利益 567,349 148,836 354,052 38,776 1,109,014 △285,673 823,340

(注) １ セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去220千円及び各報告セグメントに配分していない全社

費用△285,894千円が含まれています。全社費用は、主に当社の総務部門、人事部門、経理部門にかかる費

用であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

（追加情報）

　（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負

債の区分に表示しております。
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